
営業時間 （月・火・木・金）８:45～18：30 

土曜日（月２回）8:45～17:15  
送迎 なし 

法人理念 ＜使命＞ 

・すべての人々がかけがえのない存在として人権が保障され、自立した人間として成長していける社会を築

くことをめざします。 

・隣人とのであい、ふれあい、育ちあいを大切にし、ともに地域の課題を担うことを通して福祉の輪が拡が

るように努めます。 

・世界の人々との交わりを通して、福祉社会の実現のために働きます。 

＜基本方針＞ 

・家族の皆さんとともに、子どもたちの豊かな育ち、成長を応援します。 

・障がいをもつ人も、介護が必要な人も、地域であたり前の生活、生涯が全うできるようお手伝いします。 

・誰もが住みよい福祉のまちづくりを、地域の皆さんと協力してすすめます。 

支援方針 ① それぞれの子どもの要求に合わせ、活動を展開します。 

② 安心できる集団、環境の中でそれぞれが自己発揮し、主体的に活動に参加します 

③ 近隣の地域資源や身近な自然の中での体験を豊かにします。（野外活動センターにおけるデイキャン

プ、宿泊キャンプ） 

④ 親御さんをはじめ、ご家族とのつながりを大切にます。 

支援内容 小学校低学年 小学校高学年 中高生 

本
人
支
援 

健康・生活 ・あつたでの生活に見通しをもっ

て過ごせるよう、持ち物の置き

場所を分かりやすくします。 

・排泄や着替えのタイミングは、

スケジュールで示したり、活動

の合間に促します。 

・ 身 辺自 立の 力を つ ける ため

に、生活の場面の環境の工夫

を行い、お子さんの特性や姿

に応じた支援を行います。 

 

 

・荷物の管理を自分で行うと共

に、生活に必要な基本的な習慣

を自分で行えるよう、適切なタ

イミングで必要に応じた支援を

行います。 

運動・感覚 ・自分の好きな感覚を十分に活用

できるよう、活動やあそびを通

して支援します。 

 

・自分の好きな感覚を十分に活

用できるよう、活動やあそび

を通して支援します。また、

新しい事への体験も促し、興

味の幅を広げます。 

・自分で好きな活動を選んでとり

くみ、楽しみを深めていきま

す。 

・感覚の特性を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整などの支援を行います。 

・日常生活に必要な移動能力や、事業所以外での移動や公共交通機関の利用など、社会的な場面における移

動能力の向上のための支援を行います。 

認知・行動 ・活動を始める前に、視覚的なツ

ールを用いて日課を伝え、情報

を適切に理解できるような支援

を行います。 

・生活や遊びの中で、自分で選

び取る、決める経験を大切に

します。 

・あそびの中で支援者が見本と

なり、くり返しの中で、一定

のルールを理解し、楽しめる

よう支援します。 

・自分でやりたい事を主張し、主

体的に活動に参加できるよう、

場所や相手に応じて主体的にコ

ミュニケーションを展開できる

よう支援します。 

・生活や活動に主体的むかえるよう視覚的なツールを使って、それぞれがわかる支援を行います。 

言語・ 

コミュニケーション 

・それぞれの特性に応じて、言葉によるコミュニケーションだけでなく、表情や身振り、その他のツールを

用いて思いのやりとりを行うなど、基礎的なコミュニケーションの能力を身につけるための支援を行いま

す。 

・話し言葉や各種の文字・記号・イラストや写真などを用いて、相手の意図を理解したり自分の思いを伝え

たりするなど、言語を受容し、表出することができるよう支援します。 

人間関係・社会

性 

・職員がモデルとなり、一緒に過ごす仲間との交流の経験が積めるように支援します。 

・集団活動を通して、ルールや順番を守ることや、円滑にコミュニケーションをとって関われるよう支援し

ます。 

・職員や仲間との適正な距離感把握できるように、適宜声かけ等で分かりやすく伝え、それぞれが安心して

過ごせる関係づくりを支援します。 

地域支援・地域連携 

（ 地 域 交 流 ・ 園 外 活

動） 

・地域の中に居場所をつくりながら、社会活動の幅を広げていきます。地域の社会資源も利用しながら、あ

そびや体験の機会を広げていく事で、子どもたちにとって地域そのものが安全・安心な場所となることに

もつなげます。  

・必要に応じて、利用している事業所と情報を共有し、具体的な場面での関わりの提案やポイントを考え合

います。    

移行支援 ・学校や他事業所など各関係機関の情報を相互に確認し、ご本人が安心して過ごせるよう、必要な情報を共

デイサービスあつた （放課後デイサービス）支援プログラム 



有します。 

・必要に応じて、新たな福祉サービスや事業所へつなげます。 

家族支援 ・ご利用後に、お子さんのその日の様子をお伝えします。 

・送迎の際の聞き取りや、連絡ノート（スポット送迎の方）を通して日々の様子を丁寧に聞き取り、お子さ

んの姿を共有します。また、支援の中で行った具体的なやりとりをお伝えし、家庭に返せるように支援し

ます。 

職員の質の向上 ・事業所内の職員研修だけでなく、法人が保証している研修制度を使い、外部の研修へ積極的に参加し、支

援に必要な知識や技術を学ぶ機会を設けています。 

主な行事等 ９月あったかカーニバル 11 月 23 日 バザー 

 

 

 

 

営業時間 （火・金）9:15～12：45 

土曜日（月２回）9:15～12:45  

送迎 なし 

法人理念 ＜使命＞ 

・すべての人々がかけがえのない存在として人権が保障され、自立した人間

として成長していける社会を築くことをめざします。 

・隣人とのであい、ふれあい、育ちあいを大切にし、ともに地域の課題を担

うことを通して福祉の輪が拡がるように努めます。 

・世界の人々との交わりを通して、福祉社会の実現のために働きます。 

＜基本方針＞ 

・家族の皆さんとともに、子どもたちの豊かな育ち、成長を応援します。 

・障がいをもつ人も、介護が必要な人も、地域であたり前の生活、生涯が全

うできるようお手伝いします。 

・誰もが住みよい福祉のまちづくりを、地域の皆さんと協力してすすめま

す。 

支援方針 ・安心できるお母さんを支えに、色々なあそびを経験し、好きなあそびを広

げます。 

・身体をたっぷりと動かしてあそび、しっかりと食べてぐっすりと眠る２４

時間の生活基盤を整えていきます。 

・身辺自立へ向けて、身の回りのことへ少しずつ気持ちを向けていきます。

そのために、生活やあそびの中から“ジブンデ（やってみよう）”という気

持ちをふくらませます。 

・親子で過ごす中で、“たのしい”や“嬉しい”気持ちをたくさん共有します。 

・お子さんの成長を共に喜び合い、子育ての悩みを話し合えるような保護者

集団づくりをすすめます。 

支援内容 

本
人
支
援 

健康・生活 ・丈夫な身体づくり、元気にあそべる体力づくりをすすめます。 

・安心、安全に過ごせる環境づくりを行います。 

運動・感覚 ・あそびの中で、物に合わせて姿勢を変えたり、バランスをとって身体を支

えたりするなど、色々な身体の使い方を経験します。 

・前庭覚、固有覚に働きかけてあそんだり、好きな感覚を取り入れたあそび

デイサービスあつた （児童発達支援）支援プログラム 



を経験する中で、受け止められることを広げます。 

認知・行動 ・一定決められた日課がある小集団の生活の中で、集団生活のルールを学ん

だり、“〇〇の次は△△”と見通しをもったりする経験を積んでいきます。 

言語・コミュニケ

ーション 

・好きなことを“もっとやりたい”という要求や、困った時に“手伝って（助

けて）”と助けを求めるなど、お子さんが“自分の気持ちを相手に伝えよ

う”とする気持ちをふくらませます 

人間関係・社会性 ・色々な取組みを通して、家族以外の大人と過ごす経験を積みます。その中

で家族以外の大人との信頼関係を築いたり、お友だち同士で関わったりし

ながら人と一緒に過ごす楽しさ、心地よさを感じます。 

地域支援・地域連携 

（地域交流・園外活動） 

・散歩で近隣の公園に出掛けるなど、積極的に園外に出ながら地域資源の活

用につなげます。 

移行支援 ・必要に応じて、他に利用されている施設とも連携をとり、お子さんの姿を

捉えていきます。また、就園など通う場が変わる時には「引継ぎ表」を作

成して、ご家族と確認した上で次の場への引継ぎに使用していきます。 

家族支援 ・日々の連絡ノートや懇談などを通して御家庭での様子を聞きとり、お子さ

んの今の姿を保護者と一緒に捉えます。また、その姿に対してどういった

関わりが必要かを一緒に考えていきます。 

職員の質の向上 ・事業所内の職員研修だけでなく、法人が保証している研修制度を使い、外

部の研修へ積極的に参加し、支援に必要な知識や技術を学ぶ機会を設けて

います。 

 

主な行事等 ９月あったかカーニバル 11 月 23 日 バザー 

 

 


